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1 乂yYHﾊHｸh6X�ｸ7ﾘ,�,(*(,B�

(1)生徒を取り巻く社会の動向と豊かな生活

現在の自立観や障害観の基には一人一人が自分らしく生活し,社会参加していきたいという本人

の願いがあり,それを支えるものとして様々な障害者施策が進展してきている｡その中で,必要な

支援を受けながら責任ある大人として自分ができる役割を果たすために,一人一人が自ら選択･決

定し,より自分らしく｢豊かな生活｣を送ることが大切であると考える｡

高等部では,図1のようにこれまで

の研究において生徒の現在及び将来に

わたる｢豊かな生活｣を四つの生活の

視点で考えてきた｡生徒が,これらの

生活を実現するためには,生徒自身が

よさやもてる力を様々な場面で発揮す

ることが必要と言える｡

何らかの働く活動に取り組む自己選択.自己決定 
ことのできる生活できる生活 

~一一一一一一__一一一一一 

人とのかかわ �6ﾉ��o(,ﾉdﾉz(5著�H,��hｨ��過ごす生活 

_一一一一一一一一一一一一_ 

りの豊かな生活余暇を楽し 

図1  ｢豊かな生活｣について(研究紀要第13集)

(2)学校,家庭のニーズと生徒の実態

高等部は,生徒がこれまで身に付けた力を実際の生活で十分に生かすとともに,これからの社会

生活で必要な力を身に付けたり,よさやもてる力を様々な生活の場で,より主体的に発揮したりす

ることができるようになるという重要な段階である｡

本校では,すべての児童生徒に対して学校,家庭のニーズを出し合い,個別の教育支援計画を策

定し,学部教師で共通理解している｡こうして導き出されたニーズは,基本的な身辺処理やコミュ

ニケーションスキル,家庭での役割や働くことに対する意欲･技能･態度など多岐にわたる｡また,

その達成のスパンも｢今すぐに｣, ｢卒業までに｣, ｢将来に向けて｣と多様ではあるが,一人一人

の将来をしっかりと見据え,学校生活から社会生活へつなぐことを意識したニーズであるというこ

とは共通している｡

しかしながら,生徒は様々な場面でよさやもてる力を発揮できている一方で,少しの場面の変化

で同じように取り組むことが難しいといった状況も少なからず見られる｡生徒が授業で身に付けた

力を学校以外の現在及び将来にわたる様々な生活場面で実践するカ-とつなぐための指導及び支援

の在り方について探っていくことが急務と考える｡

(3)高等部の目指す生徒像

今次研究では,先に述べてきた｢必要な支援｣ ｢現在及び将来にわたる豊かな生活｣ ｢自分のよ

さやもてる力を発揮して生活｣というキーワードを基に,目指す生徒像を｢現在及び将来にわたり,
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学校,家庭,関係機関から必要な支援を受けながら,学習,仕事や余暇において自分のよさやも

る力を発揮して生活する生徒｣と設定した｡

(4)前次研究の成果と課題

高等部では,前次研究において生徒一人一人の教育的ニーズに応えていくための｢関係機関

携した授業づくり｣,現在及び将来の豊かな生活につなぐための｢進路先,実習先と連携した

の移行支援計画づくり｣をテーマに取り組んだ｡その成果と課顕は,以下のとおりである｡

①　成果

○　作業学習において,関係機関と連携した授業づくりを行い,指導目標や具体的な指導

てに有効な情報を得ることができ,連携の必要性や有効性について検証することができた｡

○　従来の｢現場実習の流れ｣に, ｢実習計画ミーティング｣や｢実習評価ミーティング｣

った移行支援の視点を加え,新たな現場実習のシステムの構築を図ることができた｡

②　課題

○　授業づくりを行う際,計画段階のどの時期に,どういった関係機関と,どのよ

携するかという具体的な連携の在り方を明確にする必要がある｡

○　実習先からの外部評価を生かした授業づくりや構築した現場実習に関わるシステムの活用

ど,実際場面における運用を通して評価･検証していく必要がある｡

(5)今次研究の視点

前次研究の成果と課題を踏まえ目指す生徒像の実現に向けて,わたしたちは生徒自身が必要

援を受けながら自立した生活を送ったり,よさやもてる力を様々な生活場面で発揮したりする

ができるような授業づくりを行う必要がある｡そのためには,授業実践における指導及び支援

の手立てを効果的かつ明確なものとし,教師間や家庭,関係機関とつないでいくことが重要とな

そこで,より確実な連携のために,つなぐための道具として支援ツールを考え,支援

用した授業づくりの研究を深めていくことにする｡具体的には,学校や家庭,関係

の立場で指導及び支援に当たるだけでなく,必要な事柄を共有し,協働していくことが重要にな

加えて,様々な生活場面で支援ツールを生かすことはもちろんのこと,学習環境や教師の働き

などの手立ても重要な共有事項と考える｡

以上のようなことから,今次研究におけるテーマを｢よさやもてる力を発揮して生活する生

目指した授業づくり-支援ツールを生かした指導及び支援の教師間の共有と関係機関との連携

して-｣と設定した｡

2　研究目的

生徒が現在及び将来にわたり,自分のよさやもてる力を発揮して生活することができる支援

ルを生かした授業づくりの在り方を探る｡
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3　研究仮説

授業づくりにおいて,一人一人に応じた支援ツールの在り方を検討し,必要な指導及び支援を教

師間で共有し,関係機関と連携することで,生徒が現在及び将来にわたり自分のよさやもてる力を

発揮して生活することができる｡

4　研究内容

研究内容1家庭,関係機関との連携において,自分のよさやもてる力を発揮するために必要 

な支援ツールの在り方を探るo 

研究内容2各授業実践において,有効な指導及び支援を明らかにし,自分のよさやもてる力 

を発揮するために必要な支援ツール活用の在り方を探る. 

研究内容3現場実習先や進路先において,現在及び将来にわたり自分のよさやもてる力を発 

挿して生活するために必要な支援ツールを生かした連携の在り方を探る○ 

5　研究方法

(1)研究計画

今次研究において,研究内容1, 2, 3に対する具体的な取組として,以下の計画に沿って研究

を進める｡

基礎研究 唸辷�68�ｸ8ｸ,ﾈﾝﾘ.雲ｸ,亊h+x.兌hﾊ8ﾊHｸb�平成17年4月～10月 
( ･基礎理論の学部での共通理解 

これまで活用してきた支援ツールの整理 

実践研究 唸辷�68�ｸ8ｸ､ｩJﾘ,亊h+x.傚Hﾉ�な4�5ｨ5�8�986x,ﾈ��邊�平成17年11月～ 

･アセスメント結果の教師間共有 兌ﾙ�ﾃ�吋���ﾈ��

･各指馨の形態における支援ツールの作成 

･授業実践を通した支援ツール作成サイクルの検証 

･支援ツール活用のための教師の働き掛けの検証 

･現場実習における支援ツールの関係機関との連携 

･支援ツールに関するアンケートの実施と結束の考察 

検証.まとめ 唸ｦY��ｼh����,ﾈ-ﾈ,h-��平成18年11月～ ･研究仮説の検証 兌ﾙ�ﾃ�僖��ﾈ��

･研究のまとめ 
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(2)授業実践について

授業実践については,図2に示したように,

よさやもてる力を高めたり,応用したりする場

としての学校での取組(実践例I),学校で身

に付けた力を家庭につなげていく取組(実践例

Ⅱ),学校で身に付けた力を進路先につなげて

いく取組(実践例Ⅲ)という視点から,三つの

授業実践を選定した｡

各授業実践では,アセスメントに基づく支援

実践例I 

校実践例Ⅲ 実践例Ⅱ 乂r�

ツール作成や学習環境の調整,授業場面におけ　　　　　　図2　実践例の位置付け

る教師の働き掛けを通して有効な指導及び支援を明らかにし,支援ツール活用の在り方を探る｡

(3)関係機関との連携の在り方について

現在及び将来にわたり自分のよさやもてる力を発揮して生活するために必要な支援ツールを生か

した連携の在り方を明らかにする｡具体的には, ｢現場実習｣と｢移行支援｣に焦点化し,そこで

の関係機関との連携の在り方を明らかにする｡

具体的には,以下のとおりである｡

①　現場実習における関係機関との連携

前次研究での課題に取り組むとともに,よさやもてる力を発揮するために必要なっなぐ道具と

しての支援ツールや前次研究で構築したっなぐ場としてのシステムの検証を行う｡

②　移行支援における関係機関との連携

卒業後の豊かな乍活につなぐ場として平成17年度から取り組んでいる｢支援会議｣の実践を基

に,支援ツールを生かした連携の在り方を探る｡

壷偲睦言JtJt三二1 

姻 剳撫�88mm- 

蜜率,I ● 蝉完Ja._義 勍+ 描 

1 温順i 青 i 

鋼8回臆面棚 � � 

子 優���hﾔなｾ���(���V��7' -. 白����2�≡ ��ﾈ�育���｢y8つ�ﾕﾕ�H沓ﾒ�ｦ｢��B�ﾒ｢r穩����

BJ' ∴.}. 坪�ﾂ�→ 

ヽ甘1Sr ��ｵ�｣h�ｸ/��_÷j ��

｢後期現場実習壮行会｣



国漢音
(1)支援ツールの在り方について

①　支援ツールの考え方

高等部では,これまでも見通しをもって学習に参加したり,活動したりすることができるため

の｢スケジュール｣や,手順を理解し作業に取り組むことができるための｢手順カード｣等

の支援ツールを作成し,活用してきている｡また,実習生個票や個別の指導計画など,生徒に関

する情報を共有するための様々な書式も作成し,連携のための道具としてきた｡このような取組

により,生徒は学校生活や家庭生活の中で主体的に活動に取り組んだり,活動しやすくなったり

するなど｢生徒がよさやもてる力を発揮しやすくするもの｣として一定の効果を望めるものでは

あった｡

しかしながら,このような支援ツールが生徒一人一人の特性等を十分に踏まえたものでなく,

家庭や実習先･進路先につなぐべき内容の整理や精選が不十分なままであったことから,場面や

状況によっては生徒が十分に力を発揮しきれなかったり,連携先で活用することが難しかったり

するという状況もあった｡つまり,私たちはこれまで様々な支援ツールを作成しながらも,その

目的や考え方,活用などに関する検討が十分とは言えず,ある一定の場面での単発的な使用にと

どまってきたのではないかと考える｡

支援ツールの基本的な考え方として,富山大学教育学部附属養護学校(2005)では, ①一人一

人に応じて準備されたもの, ②本人の側からは本人の自主的,主体的な活動を生活のいろいろな

場面で支えてくれるもの, ③支援する側からは家庭や地域の中で広く使用できる有効なものであ

ると整理している｡

そこで,富山大学教育学部附属養護学校の支援ツールの機能に関しての四つの視点を基に,こ

れまで私たちが学校,家庭,地域生活といった様々な場面で活用してきた支援ツールについて分

類して整理し,その機能を明確にした(表1)｡その上で,生徒一人一人のよさやもてる力を高

め,応用するための支援ツールについて具体的に探り,その精度を高めていこうと考えた｡

表1　支援ツールの分類

視点 倡�xｬ(ｺｸ/���*h.��自発を促す 們�ﾗ8/��*�.��評価の機会を提供する 
協働ツール 偃逢ﾈ*�.�68�ｸ8ｲ�手掛かりツール 佰�ｫxｴﾉ�68�ｸ8ｲ�

実際に活 ��ｸ5H7ﾈ�ｸ6x7X6(4��○スケジュール ��ｸ訷�4ｨ�ｸ6��○記録カード 

用した支 ��ｸ5H7ﾈ�ｸ6x5h�ｸ6r�○タイマー ��ｸ輾麌���○学習ファイル 

援ツール ��ｹ�刋��bﾘ,ﾈ昏ﾗ8,佛r�.倬�{����ｲ�(�ﾎ��

②　支援ツール作成のサイクル

支援ツールは　本人のよさやもてる力を発揮しやすくするものであり,本人のよさやもてる力

とそれを発揮できていないという状況を埋めるものと言える｡そこで,精度の高く活用しやすい

支援ツール作成のために, ｢開発｣ ｢活用｣ ｢検証｣ ｢改良｣という四つの段階を設定し,支援ツー

ル作成のサイクルを構築した(図3)｡

以下に,支援ツール作成の四つの段階における基本的な考え方とそのサイクルについて述べる｡
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ア　開発について

開発に当たっては,生徒の実態,行動

観察等を基に,どの場で,どのような困

難さがあり,どのような支援が必要かを

検討していくことが必要である｡

そのために,まず,アセスメントを行

う｡アセスメントは,行動観察や心理検

査等によって把握した生徒一人一人の実

態とともに,生徒の学習(活動)や課題

に対するつまずきなど-の細かな分析を

併せたものとする｡　　　　　　　.

また,先に述べた支援ツールの四つの

視点を基に,どのような機能の支援ツー

ルが必要なのかを明らかにし,開発する｡

ー 

開 発 們��IF8環�4�5ｨ5�8�986r��

=㍍ヽヽ 兒ｩ�ﾒ�ｮﾉ7ｸｯ｢�f�ﾉ�hﾝ粨ﾇXﾋ2��*�*�.冲ﾈﾏ��ｸ,ﾂ� ��

授業実践 倬隴B�活 劔弌��
(-単位 用 

学習指導 �,��検 証 

検討 

図3　支援ツール作成のサイクル
イ　活用について

支援ツールは,授業での活用を基本にして,そこから現在及び将来にわたり広く生活場面で共

有することができることを目指している｡そのためには,支援ツールの提示や扱い方などその活

用の在り方を明らかにしていくことが大切である｡

そこで,支援ツールを授業場面で活用する中で,場の設定等の学習環境や教師の働き掛けの取

組を通して,有効な指導及び支援を明らかにする｡

ウ　検証について

検証段階では,各授業で活用した支援ツールを一人一人の指導目標の達成度や授業における変

容を基に,開発や活用の有効性を検証する｡支援ツールの活用を検証する際,それ自体の有効性

の検証に加え,教師の働き掛けについての検証も併せて行う｡

検証の具体的な場としては,授業づくりミーティングや教師間での共有,家庭･関係機関との

情報交換会などで実施する｡

工　改良について

改良段階では,支援ツールの検証を受けて,次の段階の開発,活用に生かしていくことが必要

である｡このサイクルを繰り返すことが,生徒一人一人のよさやもてる力を発揮するために必要

な支援ツールの精度を高めることにつながると考える｡また,ツール自体の改良と併せ,教師の

働き掛けのフェイディングについても検討していく｡

③　支援ツール作成における教師間の共有と関係機関との連携

現在及び将来にわたり,よさやもてる力を発揮するために,生徒を取り巻く学校,家庭,関係機

関といった様々な人々と支援ツールをつないでいくことが必要である｡そこで,支援ツール作成の

各段階において,必要な情報や方法などを教師間で共有したり,家庭や現場実習先,進路先という

関係機関とつないだりしていくために, ｢人･場･道具｣という視点から,表2のように整理した｡
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表2　支援ツール作成サイクルの各段階における｢人,場･道具｣

段階 ��ﾂ�場 �;仞��

開発 仆8蹌�アセスメント結果の共通理解 侏ｸ�ｨ���Uﾘ廂Uﾂ�

保護者 假hｼh,8*ﾘ.�7��ｸ6X4(984��心理.発達検査等 

関係機関の支援者(実習先, 盲.饗.養護学校等) 刄Aセスメントシート 

活用 仆8蹌�授業 偃引x4ｨ�ｸ6��

保護者 �i.ｲ�サポートシートなど 

実習先 侏ｸ�ｨ����

検証 仆8蹌�授業づくりミーティング 侘)¥ｨ,ﾈ轌;�ﾇh枌�

保護者 仆8孜�ｩ&ｲ�現場実習評価表 

関係機関の支援者(実習先) 們��Uﾘ廁7��ｸ6X4(984��

改良 仆8蹌�授業づくりミーティング 侘)¥ｨ,ﾈ轌;�ﾇh枌�ｧx�ｬ(ｺｸ8ｨ5�6r�

④　支援ツールの在り方

これまで述べてきたことを基に,現在及び将来にわたり本人がよさやもてる力を発揮しやすく,

支援者にとっては支援しやすくするものとして,広く生活場面で共有することができる支援ツー

ルの在り方について述べる｡

○　開発段階において,生徒の実態や行動観察,心理･発達検査等を基に適切なアセスメン

トを行い,生徒一人一人の目標設定を明確にし,課題解決に迫るためのより精度の高い支

援ツール｡

○　支援ツール作成のサイクルを生かし,様々な生活場面で共有しやすい支援ツール｡

これら二つの条件を基に,開発した支援ツールを生かした具体的な授業について,次の実践例

(国語.数学,くらし,作業学習)で紹介する○ 劔劔�����7X5*#ｲ� 

＼.1-. ､●_一一二/_ 凵R1.- 勍璧雲霞責繋蓋露呈腿 劔･2 線 

完担 

.- 劍�ﾂ�凩Xｿ94ｸｼbﾂ韜b��?�H耳示���"�~ﾉ�靄ｸﾗU�6ﾒ�剏q特 認関率 , tdI1: 

醍 生後 ��さモ纂 ･了.∴一一 劔)y�ﾂ�ﾘ���~B�∵.ム ー､一一 母親ゾ＼ -ll-I ��� 剿末亦�

饗繚髄,.,I/ �!支援ツールを活用した授業実践の様子 

(2)各授業実践における支援ツール活用の在り方について

以下に,具体的な授業実践として,実践例I (国語･数学),実践例Ⅱ (くらし),実践例Ⅲ (作

業学習:窯業班)の三つの実践例を紹介する｡
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実践例I　認知等の特性を生かした支援ツールの開発を中心とした取組(国語〃数学)

1　本実践の目的

高等部では,これまでも,授業づくりにおいて生徒が学習しやすいように教材･教具,補助具等

工夫してきており,生徒は学習意欲が高まり,積極的に授業に参加する様子があった｡しかし,本

グループの｢国語･数学(以下国･数)｣に関しては,読み書きや数に関するごく基礎的な部分は

習得されているものの,次の段階である正確な表記や助詞の使い方,数や計算,数量関係などの理

解,定着が十分であるとは言い難い状況であった｡このように確実な理解,定着に至らない要因と

しては,教材･教具,補助具等が一人一人に応じた効果的なものではなかったり,一人一人のよさ

やもてる力を生かした学習方略でなかったり,スモールステップでの学習計画が十分に練られてい

なかったりすること等が考えられる｡

そこで,本実践は,アセスメントから有効な支援及び指導について検討し,開発の視点に認知等

の特性を加え,裏付けがあり精度の高い支援ツールの開発とその活用について探ることを目的とす

る｡

具体的には,一人一人のよさやもてる力を明らかにするために,検査結果を教育的働き掛けに結

び付けることができる｢K-ABC心理･教育アセスメントバッテリー(以下K-ABC)｣を実

施し,その検査結果や個々の実態を基に数学の金銭に関する指導と個別の文字の指馨について,認

知処理等の特性を生かして指導プログラムや支援を工夫し,支援ツールを開発していくことにする｡

2　本実践の方法

(1)必要な学習内容の検討

金銭に関する指導においては,一人一人の実態や学習状況,生活の中での生かし方などを把握

した｡そして,個別の教育支援計画や個別の指導計画ともすり合わせ,例えば, ｢156円のジュー

スを買うためには,位取りが分かったり大小関係が分かったりする必要がある｣などの上位項目

と下位項目を明確にし,大きな数を読む際には,位取りの考え方や基本の読み方のルールの理解,

空位の読み方,読み方の変形といったスモールステップでの学習計画を検討した｡文字指導に関

しても同様に,実態把握し個別の学習を設定した｡

(2) K-ABC検査結果について

K-ABC検査結果は,高等部教員全員が共有し,いろいろな指導及び支援の中で生かしてい

くことができるようにしたいと考えた｡しかし,検査結果そのままのデータでは,日々の実践に

生かすことはなかなか難しいことから検査結果を理解しやすく,また,生かしやすいように加工

した｡

①　色での表示

検査結果を下位検査表や②などのいくつかの表にまとめるが,色を付けて示すことで,得意

な部分と苦手な部分が即座に分かるようにした｡

とても得意 まあ得意 少し苦手 とても苦手尊

②　検査結果の表示方法

検査結果を細かに分析し,検査全体からの解釈をまとめた｡その際,継次処理と同時処理の
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能力の差のみではなく,処理しやすい情報について分析し,上記の色を付けて表示した｡そう

することで,一般的に継次型,同時型が得意とする情報と各生徒の実態とのずれも見えた｡

継次処理(段階的) 剴ｯ時処理(全体的) 

聴覚的手掛かり ��依靈�4���ｧﾄ"驢b蕕�粐粫R�視覚的手掛かり ��:�4偃逢ﾈ*�.��

時間的(順序) 兒ｩ�ﾙ4��空間的 �9ﾘﾘy4��

(㊤　有効と思われる指導及び支援について

検査結果を生かした具体的な指導及び支援の内容を文章化し,よりイメージしやすく活用し

やすくした｡

聞いた言葉を即座に覚えたり,一度にたくさんの内容を覚えたりすることが苦手なようです○指示 

は-つか二つ程度出してください｡複数の指示が必要な場合は,絵や写真,書き文字など後で見て確 

認できるものがよいでしょうo自分でメモをとり確認することも有効でしょう○ 

(3)授業づくりミーティング

検査から得られた一人一人の特性や集団としての傾向を考慮し,学習計画を再検討し,特性に

応じた支援ツールを開発した｡その際,よさやもてる力を生かすことができる学習方略を用いる

ように配慮し,より細かな指導プログラムを作成した｡特に,認知等の特性を生かし,継次型指

導方略と同時型指導方略について検討し,ある学習内容は主として継次型を利用したり,ある学

習内容は継次型と同時型の二つを併用したりするといった手法を取り入れることにした｡

(4)授業実践

教材･教具としての支援ツールと個に応じた支援ツールを活用して授業し,学習内容や方法,

支援ツールを検証し,改良を加えながら実践を積んだ｡

(5)教師間共有

活用しやすいように加工した検査結果を共有し,個別の教育支援計画や指導計画の検討の際に

は具体的な活用ができるようにアイディアを出し合ったり,それぞれが担当する指導の形態で支

援ツールを開発したりした｡また,国･数での支援ツールを,他の指導の形態や生活全般,進路

先-のつなぐもの･情報としても利用するようにした｡

∴二三 亦����B�<��ｸ�ｼh,8*ﾘ.育y;�7h8ﾘ4�8�8��

三三三三三∴三三∴三二三二二∴-三二 ,教師間共有,｣へ土 

!他の指導の形態の支援ツールi圃 

!日常生活全般の支援ツールi 

図4　認知特性を生かした支援ツールの活用の流れ

3　実際

(1) K-ABCの検査結果からみる特性

ヽ ､

こ柑　∵

ヽ　　J

検査結果を図5にまとめた｡学習集団として継次処理能力と同時処理能力の差が大きい生徒が

多く,それぞれの得意な処理様式に沿った指導や学習方略が有効であり,処理しやすい情報形態,

苦手な情報形態も大きな差が見られるので配慮が必要であると考える｡
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以下,いくつかの支援ツール等を挙げていくが,学習環境の四視点と学習環境リストを基に,そ

の位置付けを表3に整理した｡　　　　　　　　　　　　　　1

とても得意 まあ得意

学年 剏r�継次処理 �:�顏謁ﾒ�聴覚的 侏靜ｩ4��視覚的 ��:�4��順序 仭8ｭB�障害 

A ���女 �� �� �� �� ��r��YTﾘ�育��

B ���女 ��育��Κ��� 抱�ﾄNx���贅� �� �� 倩ｸｦ��

C �"�寡 �8�DｸﾉﾈｧXﾄh��� �� �� �� ��

D �"�女 �� �� �� �� ��

ら �2�罪 ��2� ��壱ﾖ佇ｸ*B� �� �� ��

F �2�女 ��,.遜諜惑, �� �� �� 亦ﾕ�+Y*靆｢�V�#｢��

図5　検査結果からみられた認知等の特性

表3　支援ツールの分類,位置付け

環境 �.(.�+ﾘ*(ｬ(ｺｲ�分かる環境 �,X*ｸ.豫(ｺｲ�できたと思う環境 

物理的環境 �����鞁��◆◇① ��◆◇(D 

情報 ��鑼(��2�.��◆②④◇国 ����t8tB� 

教材.教具 ���H�鑼"�◇③◆④ ���2�.��鞁��◆④(㊦◇国 

集団◆　　個別◇　　①(②･-は以下の支援ツール等の番号と対応

(2)数学での実践

①　場の設定

特性 佗�鵁ﾅ竕�i6ｴ�ﾉ�i6ｴb痛:�霰竕�i6ｴ"ﾉ�i6ｴ2ﾈﾛ�6ｴR鳥�i6ｴB�･黒板 発表順 ≡二二三 

実態 �;闕8,引謁ﾙvﾈ�*ｨ腰,�.な�饑�/�麌.(ｧx�_ｹzｨ,儘姥h*ｩTｹwh,X*�.��ｲ�

学習環境 俛YL(/�鈷/�+�5(,ﾈ鬨,弍x/�Gｩ'X+Rﾈｧx�>�vX,�.h,�,H,ﾘﾇ�鵁ﾅ�,i:��

時型の学習方略を変えるようにした○ 

教師の 價ﾙUﾈ�/�Zｨ*�.�.(+x*ﾙ�ﾙ.�+RﾉJﾘﾋ�-ﾈ,X,倬隴H/�wh+x.��i6ｴ(,價ﾒ�

働き掛け 儷ﾈ��OX,ﾈﾋ駢Hｧﾈ*�/�+X+ﾘ.に_ｹzｨ,ﾉ�i�ﾈ*ｨｾｨ訷,��i6ｴH,鎚�MH,��

たりした○ 発表していく様子を見ながら学習の方法を理解する個人的な支援をし 

結果 �?�,(,ﾈｧx�_ｹzｨ,Xｧx�+X+ﾘ*｢ﾉ}x,ﾉ��,ﾉti$(,hｦﾙDh+X,�*ｨ.rﾈﾚﾉy�+x.�+�,h.�,�*ﾙ_ｹd�.)>��

容をよく理解し,解答することができたoまた,全員が発表する者を注目しやすく,学習の 

様子や成果を教師や生徒同士と認め合う機会が増えた○ 

②　学習方略の区別

スモールステップでの指導プログラムにより,継次型と同時型で学習方略を変えて指導した

例を以下に示す｡

ア　けたの枠

金銭は大きな数を取り扱う｡そこで大きな数を読む際のルールの学習を行った｡｢いち,じゆう,ひやく, 

せん,まん｣の言葉と漢字を学習することから始め,枠に沿って数字と単位を交互に読む方法をとった○ 

数字は2-9を使用し基本のルールから始めた○ 
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イ　特別なルールの理鱒

次は特別なルールであるoOの読み方,1の読み方,単位の読み方など様々である○段階を追って一つず 

つ学習した○下は｢0の読み方｣についての学習である. 

継次処理的指鶉方略 �� 同時処理的指導方略 兢踐�-ﾈ��� 

1｢0｣は単位まで全部読まない0 2次の数字を読むo 售�,ﾈ,h*ｸ,ﾕ�/�,(*�.薬�

竹io両脚可 
十一;万百 

ウ　2けた, 3けた, 4けたの数字の記入

5けたの場合は枠が全て埋まり,数字を記入しやすい○しかし,けた数が減ると左から詰めて書いてしま 

いすべて｢万｣から始まる数になってしまった○そこで数字の記入について学習することにした○使用し 

てみると,同時型のワークシートで問題をどちらから書くのか混乱が生じたため改良を加えた○ 

同時処理的指導方略 継次処理的指導方略 �� ����

1数字がいくつあるか数える0 2その数の単位を調べる○ 劔��∴∴∴:｢-三三 

-コI-臨画 剪�

3その単位の欄から右向きに 記入する｡ 劔凾ﾄいく01-園轟 
夢●○豊l rTキーろ｢一口コ口召司 

エ　結果およびスモールステップの学習計画とフェイディング

グループ別の学習の時間を設け,それぞれの方略で一緒に問題を解くという方法

をとったが,それぞれの解き方をよく理解し,正解していた｡けたの枠は,短冊を

利用したカード等を用いて様々な学習内容に利用することができた｡

さらに,支援ツールがないと数字を読めないといった状況を避けるため,スモー

ルステップの指導プログラムには,フェイディングの視点も加えてある｡ ｢しなくてもいい｣ ｢とばす｣と

いう手続きを教えたり,復習時に提示方法を工夫し具体的な支援を減らしたり,ワークシートで繰り返し

学習する中で徐々に手掛かりを減らしたりした｡また,具体的なフェイディングの手続きを用意しなくて

も,理解に応じ生徒自身が手続きを減らしていく様子も見られた｡加えて,実際のお金を使用した金額の

記入や読み方の学習,理解している2けたと比較しながらの学習, 3けたや4けたに限定して記入や読み

方などを繰り返す学習等に取り組み, ｢一十百千万｣の単位無しで読める数を増やすようにした｡

③　ワークシート(生徒D)

特性 仭8ｭH,ﾉDi&ﾘ*ｨｾｨ訷,X*�.に_ｹzｨ,ﾉ�i�ﾂ�+X.(+x*(.(.雲ｸ/�ﾊ儻H*�.�+�,b�*ｩW9;韶��

実態 �8��ｸ4�5h�ｸ6x,ﾉn)��,ﾈｾi��.�*ｩZｨ*�.x,�*�,�+ﾘ.に�h+X*(8��ｸ4�5h�ｸ6x,ﾈ��*ｹ_ｸ*ｩZｨ*�.x,��

かつたりする. 

学習環境 ��7��ｸ5x,ﾉn)���H/�晴,�*ﾘ+X+ﾘ.に�鈷-ﾘ/�+X,H耳ｭH,ﾈｾi��.�/�,ﾘ,�*ｸ.�+8+�+ﾘ.�+x.停�

敏師の 働き掛け 亢ﾉ?ﾈ,ﾉ_ｹd�*ｩZｨ*�.�-ﾈ,X,ﾘ耳�,估ｨ.云H+X,Hｴﾉ?ﾈ+x.���

結果 ���8,ﾈ辷�,Rﾈ.h*ﾙyﾘ��+Rﾈ8��ｸ4�5h�ｸ6x,ﾈｧx�,�.��9w�4�,偃h.��x-�+�,h*ｨ,X*ｸ+ﾖ��
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生活場面

での実践

ワークシートには保護者-の連絡欄を作り,この学習がなぜ必要なのか,何の学習や技能に

つながるのかなどを記入したり,具体的な解き方の方略について詳しく記入したりした｡保

護者が,授業参観でも実際の学習内容や具体的な解き方を見る機会をもっているが,休業中

の課題等も保護者欄を見ながら生徒と一緒に取り組めるよう設定した｡

④　小遣い帳の書き方

特性 倩ｸｦ��饑�*ｨ�yﾘ+X.(+x*)�i6ｸ*ｩ�ﾘ*(�ｹ�h.(､x,ﾈ辷�*ｩZｨ*�.�.(+x*&��

実態 傅ﾈﾊﾘ*)*�.)6I�ﾈ,仆ｹj�,ﾘ*�.�*｢ﾉ�8ｦﾘ,�,ﾘ諄*h,�**��

学習環境 俶8ﾘ(/��-�ｨ,ﾉ:�+i�h,�ｨ+Rﾂｲﾂﾒﾂ�ﾘ,�,x,ﾈｴﾈﾘh*ｨ*�.杏h蟀_ｹd�*ｩZｨ*�.倡���68�ｸ8ｸ/�ﾞﾉ�ﾈ+X+ﾘ�ｲ�月 �?｢�ことがら ��収入 倡因��残高 ��

6 �"�こづかい ���+500 蔦��-500 

6 迭�ジュース 鉄���+0 蔦�#��二二380 

教師の 乘i�ﾈ,ﾈ諍w�,hﾘx.ﾘ+�,Bﾈ8(6h8ｨ984�V��6 途�おかし �3���+0 蔦#���-180 

働き掛け �+8+Rﾈﾋ駢Hｧﾈ*�,h辷�/�ﾋ�.x+X,�*ｨ.xﾄｨ.云H+Y�ｸ�+X+ﾘ�ｲ�

結果 ��H���ｸ�+X,H*(*ﾘ*H+�,傅ﾈﾊﾘ*)*�,ﾈ覈�x-ﾘ,hｴﾉ?ﾂﾈﾇh螽,ﾉ_ｹd�/�yﾘ��,X*ｸ.�.h*H,�,�,�+ﾘ�ｲ�

生活場面 での実践 ��i6ｴ�,i�i6ｴ8,ﾘｷ鮎i(h,們�ﾝｸ,ﾈ抦ﾊﾘ*)*�,h+X,H諍w�+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ+ﾘ�ｲ�

⑤　レジの使い方

特性 ��h.)[h鬨,�,x雕ｦ��饑�,ﾈ輾麌/�ｦﾙDh+x.�+�,h,Rﾈｨ�:�>�vX*ｩZｨ*�.��8ｦﾘ,乖�:�,X*ｸ.薬�

実態 僖�8��,ﾉLﾉHH檍,Xｾ��ｸ,ﾈ.(.稲h.�/�+x.�*｢ﾉ�i��*ﾙ�8ｦﾘ,�.(.稲h.�/�+x.�+�,h*ｩ>�+X*(�ｲ�

学習環境 �8ﾈ5x,ﾈ4ﾈ�ｸ,h訷�4ｨ�ｸ6�,�:�+i�h,ﾈ5h�ｸ8ｸ/�*8.な+ｸ.ｨ/�訷ｧﾈ*�.φﾚ2莓u��耳耳,R��,�8ﾈ5x/��X+�ｾ��ｸ,ﾈ.(.稲h.�/�+x.�.h*H,�+X+ﾘ�ｸ�H-8�ﾇR�

教師の 働き掛け 假hｼh,X.�Ly¥ｨﾞﾈｼh,ﾉ�ｹV�/�¥�-yH9Z逢x�/�+X+ﾘ�ｸ�,僣9Z闇x,h8ﾈ5r�ﾅx/��MH,俎8*"ﾈｾ��ｸ,ﾈ.(.稲h.�*ｨ5�8��ｸ5�,�,X*ｸ.�.h*H,鎚���B�

に応じて複数の金種を扱ったり,100円玉のみを使用したりした○謄詳密 

結果 偃引x4ｨ�ｸ6�/�ﾊ�,�*ｨ.rﾈ5h�ｸ8ｸ/�訷ｧﾈ*�.�,�8ﾈ5x/��X+�ｾ��ｸ,ﾈ.(.稲h.�*ｨ,X*ｸ+ﾘ�ｲ�

生活場面 での実践 們�ﾝｸ,ﾉXﾙwｸ-ﾈ,(.�,ﾉLﾉHH,X.�:�+h8ﾈ5x/�諍w�+x.�+�,h,Rﾈ5�8��ｸ5�,粟��ｸ,ﾈ.(.稲h.�*ｨ,X*ｸ+ﾘ�ｲ�

(3)国語での実践･ ･ ･文字指導(生徒A)

特性 儼�柯ﾉ��,ﾈ自YH/���邵+X+ｸ,ﾈﾈｸ惠.(��鬨,ﾈ���Bﾉ��ﾔ�$8,ﾈﾈｸ惠*�.rﾉ�ﾈ,ﾈ�,�.�,hﾕﾉ�ﾂ�

について困難を抱えていることが推察された｡そこで,線の重なりや構成要素の少ない片仮名か 

ら器喜;.霊,三業は,字の要素と組立てを言語化させながら書◇間食i 

字させる指導が一般的である○しかし,継次処理様式を得意とするものの,(:).''-.''ー~~ー-ー~-~mS'一一 

検査の細部にわたって見ると,通常,継次処理が得意な生徒に効果的であ 

る聴覚的.言語的な手掛かりではなく,視覚的.運動的な手掛かりが有効と解釈できた〇本生徒 

は視力の弱きと視野狭窄の障害があり,これまで聴覚的.言語的な手掛かりを多く用いてきてい 

る○また,視覚に対する本人の苦手意識もあり聴覚的.言語的な支援も有効であると思われるが, 

ここでは,文字を覚える目標に迫りつつ,これから先の文字の学習方略の獲得もねらっていける 

よう,新しい試みである視覚的.運動的な手掛かりを用いることにした○ 
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実態 兌ﾘ嵋kﾈ,ﾘ-�-ｨ��*�.�.�,ﾈ,ﾂﾉ]�嵋kﾈ.(ｫ�ｨ,ﾘｦ�*h.�+�,h*ｩ>�+X*(�ｹ(hｧx鳬�8*�.y�ｸ�+X,H*(.�*｢�

片仮名は｢-｣や｢リ｣など平仮名と似ているものと｢ニ｣や｢ミ｣など線の重なりのない単純 

な形の数文字のみ書くことができる0-つずつの文字を提示しても50音表の順に並べることばで 

きず,読み書き共に獲得状況は十分ではない｡本人.保護者共に習得を願っている○ 

○視覚的手掛かり(ハ行) 

学習環境 ���?���(�����旭ﾉ���ﾉ?��ﾊ�,�*ｨ.y�ｸ�+X+ﾖ�7H7�Jｨ,b�跖-�,ﾒﾘ98,Y�iZｨ*�+X,�*ｨ.rﾈ鴿�cx,h6謦�劔正続文字数 

教師の 働き掛け 劔凵[i:.轟藷繭醸頭重 

に_色で書くという練習をした07-`o蓋脳竿-,-警芋 
曲目日間 

結果 一色の手本ではなかなか理解できなかった形を,よく理解す後 

ることができ,10分程度の学習を2回し,その2週間後も5文字とも書くことができた○ 

○運動的手掛かり(サ行) 

学習環境 傚�鬨,仭8��*ｩtﾈﾏ�,X*�.�+�,h*ｨﾋ�.ﾘ.ｨ.�*｢ﾂ�ｿ8��-ﾈ,X,ﾈ辷�,h+X,Bﾈ7�6ﾈ8ｳ)hy�x,Y[h鬚�,ﾉYIZｨ*｢ﾘ+�/�,X*�.育x,X,�+ﾈ.倡�x68�ｸ8ｲ�-∵ 劔正解文字数 

2 

を開発したo �� ���?ｨﾔ�2籏#ｩkyi�ｴR�

教師の 働き掛け 冏ｹ�i6ｸ,ﾘ訷,�*(*ﾘ.x*�,ﾈ-ﾈ-�*ｨ*�.に�ﾈ,ﾈ��,�.�.�*H-ﾈ*ﾙ��*h.x.ｨ,�*(.h*H,X跖-�,ﾘ,�+ﾂ�浸寧 /.-)∴ 剪ｳ�ﾒﾒﾘｻ���ﾒ�<ｳ�#"�5ﾘ������4俾�?ｨｭB���ﾂ�

りにくそうにしていた｡そこで,始点を明確にし,書く順を視覚的手掛かりの支援ツールと同色 

で示し,目の前で始点から素早くなぞって見せると,なぞり方を理解し,なぞることができた○ 

結果 估ｨ.云H+X,�+ﾈ.�+�,h,Rﾈ跌5�/�ｦ�*h5�8��ｸ5�,�,�+ﾈ.�+�,h*ｨ,X*ｲﾉ�8��[h鬩�H.��ﾘ*�,(+ﾖ��r�

ツールをなぞることで,指で文字を書くことに慣れ,平面でのなぞりもでき,新しい漢字が出て 

きたときにその字をなぞる様子も見られたoまた,1回の学習の文字数を5-10(I-2行)に 

限定したことが,50音表の読みにくさや混乱を解消し,学習効果を上げたと思われる｡ 

4　成果と今後の課題

以上のような授業実践を積み重ねてきたことで,個人差はあるものの学習の困難さが軽減され,

学習能率が上がりスモールステップながら習得事項が増えてきた｡また,学習内容により継次型と

同時型の2グループに分けて実践した授業も,理解度が高くよさやもてる力を高めることができた｡

このことより,本実践における指導及び支援は有効であったと言え,検査を実施して認知処理様

式や得意な情報形態を明らかにし,開発の視点に加え,具体的な指導及び支援に生かすための方策

をとったことは,支援ツールの精度を高め,活用しやすくするために重要であったと考える｡

さらに,検査結果を保護者に伝える際に,具体的な方法や生徒が記入したワークシートを示すこ

とで検査結果やその生かし方について,より理解を得ることができ,家庭での実践も聞き取ること

ができた｡

本実践ではチーフティーチヤーが継次型と同時型のどちらも教えた｡しかし,サブティーチヤー

と完全に分離した教授の場面ができると更に分かりやすくなり,混乱も少なくなると思われる｡そ

のためのより綿密で具体的な寝業づくりミーティングが必要であり,課題であると考える｡
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実践例Ⅱ　調理の自立を目指した家庭との支援ツールの共有(くらし)

1　本実践の目的

本校高等部では,家庭生活に関する実際的な内容に取り組み,家庭における定着を目指す｢くら

し｣の授業を設定している｡その中でも調理学習は,生徒の意欲が特に高い学習であり,食に対す

る興味･関心､が高い｡本グループの中にも,家庭でご飯を炊く役割を担当していたり,家族がいな

いときに一人で有り合わせの材料を用いて簡単な調理をしたりしている生徒もいる｡一方,家庭で

はほとんど調理をする経験がない生徒や,同じメニューしか作らない生徒もいる｡

この要因としては,家庭によって生徒が調理を行うこと-のニーズが異なっていたり,生徒自身

の調理の技能が十分でなかったりすることが考えられる｡学校で取り組んだ調理活動を家庭でも本

人の役割として定着できるようにしたり,自発的に余暇の楽しみとして取り組んだりするまでには,

家族の継続的な支援や調理の機会づくりが必要である｡そのためには,家族の負担感をできるだけ

軽減し,生徒自身が少なくともあるメニューの調理においては自立していることも必要になってく

る｡また, ｢くらし｣の授業では,特に家庭における家事の自立が最終的な目標と言えるが,その

ためには,家庭と支援ツールを共有した取組が有効であると考える｡

そこで,本実践では,家庭のニーズと生徒自身の技能面の獲得という二つの視点によるアセスメ

ントから,生徒の調理活動の自立を目指し,調理のメニューを選定するとともに,調理の際に用い

るレシピカードを支援ツールとして作成する｡さらに,その支援ツールの家庭との共有を図りなが

ら,支援ツール共有の方法や家庭と連携した支援の在り方について検討していく｡

2　本実践の方法

(1)アセスメント

ア　保護者へのアンケート

日常の生活様式や生徒の生活自立に対する考え方は家庭によって様々であり,それによって

生徒の家庭での調理の経験も異なってくる｡また,今後の家庭での応用を考える際も,保護者

がどれだけ生徒の調理の自立を望んでいるか,どれだけ家庭での支援が可能かということを考

えることが必要になってくる｡そこで,調理学習を開始する際に保護者に対してアンケートを

実施する｡アンケートは, ｢家庭における調理の経験の状況｣ ｢生徒が調理について自立する

ことのニーズ｣ ｢家庭で習得している調理行動｣の3項目で実施した｡

イ　生徒の調理に関する技能の課題分析

調理は洗う,切る,煮るなどの複数の調理行動で構成されている｡家庭での定着を考える際,

メニューに含まれる調理技能の一通りについて生徒が獲得していることが必要になってくる｡

また,調理は火や刃物類,電気器具などを扱う活動であるために,安全面から考慮しても生

徒の調理行動の獲得状況について把握しておくことは重要である｡

そこで,授業の導入時に生徒の手順の理解を含めた調理行動の課題分析を実施する｡実際に

は,メニューに含まれる頻度が高い調理行動を列挙した課題分析シートを作成する｡その際,

保護者のアンケートの｢家庭で習得している調理行動｣を参考にし,調理行動の項目を設定す

る｡次に,それらの調理技能を含むメニューについて調理実習を行い,教師が課題分析シート
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の各調理行動の評価を行う｡評価は,教師の支援の程度を基準にし, ｢一人でできた｣ ｢言葉

掛けによる支援｣ ｢指さしによる支援｣ ｢モデルの提示や身体ガイダンス｣とした｡また,一

つ一つの調理行動について備考欄を設け,本人の様子や課題について記入した｡

(2)メニューの選定

井上ら(1996)は,自閉症児3人に対し,調理工程において調理行動を多く含むメニューの指導

を実施し, ｢材料や分量が異なっても,同じ調理行動を含む他の料理品目-の般化が促された｣と

している｡本実践でも課題分析シートの調理行動が多く含まれる｢カレーライス｣ ｢野菜いため｣

｢チーズトースト｣の中から,それぞれの生徒のアセスメントを踏まえ,メニューを選定した｡

(3)支援ツールの開発

アセスメントを基に,一人で取り組むことができる調理のレシピカードを作成した｡レシピカー

ドの形態としては,めくりカード式や一覧表,文字や写真など生徒の理

解力や特性を考慮して作成した｡また,調理工程についても,調理行動

の課題分析から,必要な工程を取捨選択したり,説明の細かさや具体性

を考慮したりして作成した｡さらに,調理道具についても,キッチンタ

イマーの導入や,コンロの火加減の印などの工夫を行った｡

(4)授業における課題分析　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レシピカード

作成したレシピカードを用いて,授業実践に取り組んだ｡再び課題分析シートを用いて,生徒の

調理行動について評価を行った｡評価の基準は,アセスメントの課題分析と同様である｡課題分析

に基づいてレシピカードの調理工程を取捨選択したり,必要な情報を加えるなどして改良を行った｡

また,調理手順についても,生徒の調理技能の実態からより獲得しやすいものに変更した｡

(5)支援ツールの共有

授業のビデオの視聴や実際の授業参観を通して,保護者と取組について共通理解を図った｡教師

が記入した課題分析シートと照らし合わせながら,生徒がどこでつまずいているか,どういう支援

があれば調理行動が可能になるかということについて保護者と共に検討した｡また,保護者から家

庭での調理の仕方や実際に使っている調理道具についても情報を収集した｡さらに,レシピカード

の使用方法や,課題分析シートの記入の仕方について一緒に確認した｡

(6)家庭での取組

授業で使ったレシピカードを家庭に持ち帰り,休日に調理活動

に取り組むようにした｡学校と同じ課題分析シートに保護者が評

価や気付いたことを記入して,それらを基に更にレシピカードの

改良や調理手順の変更を図った｡

野菜いための課題分析

図6に,家庭との支援ツールの共有の流れについて示す｡　　　　課題分析シート(保護者記入)

授業実践一一-iー支援ツールの共有i �ｨ爾ﾒ陷i.ｸ,X,ﾈ靖�r�

U ��
教師による課題分析-一画一一-. 兢ｸﾎﾈ�(,�.h.�ｹ�瓜ｩ�ﾒ�

□⇒陵ツ曇の醐 橡?�8��

`図6　家庭との支援ツールの共有の流れ
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(7)他のメニュー-の応用を考えた支援ツール

授業で使用したレシピカードととも

に,応用が期待できる他のメニューの

レシピカードを作成した｡メニューの

応用の例を図7に示す｡

以下,家庭において簡単なメニュー

を一人で作ることを目指した生徒Gと

基本メニュー応用が期待できるメニュー 

困園圃圃 
l共通して含まれる調理技能ー ��

･切る.洗う.いためる.煮る.味付けをする 

図7　他のメニューへの応用例

メニューのレパートリーを増やすことを目指した生徒Hの実践について述べる｡

3　実　際

【実践1】

(1)対象者

生徒G (高等部1年　女子)

)アセスメント 

家庭での調理の経験 �-�,h/�,x+X,H*(,�*&��

保護者のニーズ �*瓜�*ｨｿ8*(+ﾘ,h*ｸ,�ｩ�ﾈ,Xｬ�%�,�+)yﾘ/�+Rﾉ��-x.�.h*H,�,�,�,H-�+X*(�ｲ�

調理技能の課題分析 �Y]�-ﾈ-�ﾈ�8雋ﾈ雹nﾈｻxﾟ8,X*�.�+ﾘ-�ﾝx*�*(ﾞﾈｼh.)^�)ｨ.(5(988ﾘ/�諄*H.h*H,旭ｸﾊ��

を伴う調理行動は困難である○野菜を洗ったり,ちぎったりすることや,レンジやト 
-スターの操作は経験がある. 

(3)アセスメントから導かれた調理の目標

○　家庭で簡単なメニューを一人で作ることができるようにする｡

(4)メニューの選定

生徒Gのアセスメントから, ｢チーズトースト｣を調理メニューとして選定した｡チーズトー

ストは,食パンの上に溶けるタイプのチーズを乗せてオーブントースターで焼くというシンプル

な調理工程であり,特に複雑な操作が必要な道具も要せず,調理時間も短いため生徒Gにとって

も負担になることなく取り組めると考えた｡

(5)支援ツールの共有

写真によるレシピカードを作成し,授業で取り組んだ後,家庭で

も｢チーズトースト｣作りに取り組み,レシピカードを支援ツール

として使用した｡また,学校と家庭が同じ課題分析シートを使用し,

学校と家庭で生徒Gの調理行動の評価を行った｡課題分析シートを見ながら保護者と一つ一つ確

認し,レシピカードの改良や調理道具の工夫を進めていった｡表4は課題分析シートにより保護

者と確認した生徒Gの課題と,それを受けた支援ツールの改良点や支援方法の改善点の例である｡

表4　生徒Gの課題と支援ツールの改良点及び支援方法の改善点の例

課題 弌ﾉ|y5��-�淤��5��

写真が大きすぎてレシピカードが見にくいo 唸8ﾈ5h784ｨ�ｸ6�/�zx,Hｧﾈ*�.�48�ｸ5ｸ8ｸ/�諍w�+x.���

･写真の余計な部分を省き一回り小さくする○ 

レシピカードをめくるのに時間が掛かる｡ 唸自yyUﾈ,�+X,H�8*�.x岑,ﾈ�,YMHﾘh/�WH*�,I/�麌+x.���

チーズのセロ-ンをはがし始める箇所が分からなかつ 唸ﾝ驅�,ﾘ*�.x*�+h-��ﾈ*�.x�+X,H5�687��ｸ,�,x竧.�.(+r�

たり,指でセロ-ンをつまめなかったりする○ �*)vXｮﾘ,�?ﾈ.ｨ,H*�*ﾘ�ｲ�

焼けたトーストを取り出す際,熱いことを怖がり取り 出すことができない○パンばさみではオーブントース ターの網に引っ掛かって抜けなくなってしまう○ 唸7H8�49]H+X/�諍w�+x.��ｲ�
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(6)結果

一つ一つの調理行動に時間を要することから,まずは生徒Gが負担感を感じず,楽しんで取り

組むことを目標とすることを家庭と確認し合った｡そのため,生徒Gが困難なことを練習するよ

り,現在身に付けている調理行動を生かす形で活動を設定するようにした｡新しい活動について

は,不安感が大きい生徒Gであったが,友達や家族においしいと褒められ,授業でも2回目以降

は自分から調理行動を開始する姿が見られた｡また, ｢チーズトースト｣は自分の担当という発

言が聞かれ,一人で作ったという自信につながったと考える｡一方,どうしても時間が掛かって

しまい,今後家庭で継続的に取り組んでいく上で,本人や保護者の負担となってしまうことが危

ぐされた｡生徒Gなりの調理の自立を目指していくためには,練習してできようになることと,

あらかじめ支援の環境を整えることが必要なことを見極めていく必要があると考える｡

【実践2】

(1)対象者

生徒H (高等部2年　男子)

(2)アセスメント

家庭での調理の経験 冰ﾘ恫ｨ�:�,h+X,Bﾈ鳧�云ｸﾎﾈ�(,h耳�,�*�倡�ﾞﾈ.�,�,x/�+x.��ｲ�

保護者のニーズ �*瓜�*ｨｿ8*(+ﾘ,h*ｸ,�ｩ�ﾈ,Xｬ�%�,�+)yﾘ/�+Rﾉ��-x.�.h*H,�,�,�,H-�+X*(�ｲ�

調理行動の課題分析 �ｨ,(耳,(,ﾉ+)yﾘﾗ9:�,�,(*(,H,ﾘ,X*ｸ.�+�,h*ｩ�ﾘ*ﾒﾈ懆/�諄,�+ﾙ+)yﾘ.��)Eﾈ,X*�.定-ﾂ�

た,電気器具や道具の使用も経験している○しかし,これまで一人でメニューを一品 

作った経験はなく,指示を受けての活動が多かつた○ 

(3)アセスメントから導かれた調理の目標

0　-人で作ることができるメニューを増やす｡

(4)メニューの選定

生徒Hのアセスメントから, ｢野菜いため｣を選定した｡野菜いためはそれぞれの材料を下ご

しらえし,それらをいためて味付けするメニューである｡野菜いために含まれる｢包丁で切る｣,

｢油でいためる｣といった調理技能は生徒Hが既に獲得しているものが多かった｡さらに,野菜

いためを基本メニューとして習得することで,同じ調理技能を多く含む｢焼きそば｣や｢チャー

ハン｣などの応用メニューの習得につながっていくと考えた｡

(5)支援ツールの共有

文字によるレシピカードを作成し,授業で取り組んだ後,家庭でも使用した｡また,学校と家

庭が同じ課題分析シートを使用し,学校と家庭で生徒Hの調理行動の評価を行った｡授業のビ

デオを見ながら,課題分析シートと照らし合わせ,生徒Hがどこでつまずいているか,どのよう

な支援を行えば一人でできるようになるかということについて検討した｡表5は課題分析シート

により保護者と確認した生徒Hの課題と,それを受けた支援ツールの改良点や支援方法の改善点

の例である｡

表5　生徒Hの課題と支援ツールの改良点及び支援方法の改善点の例

課題 弌ﾉ|y5��-�淤��5��

タイマーの設定の仕方が分からない○ 唸彿.ｸ,i:�+i_ｸ�,ﾈ5�487ﾘ�ｸ/�w��8+x.���

ピーマンの-たを取り忘れる○ 唸8ﾈ5h784ｨ�ｸ6�,冖雍ﾈ+x.薬�

どれくらいいためたらよいか分からない○ 唸*(+ﾘ-�.倬隴H/�5�487ﾘ�ｸ,Y�ﾙ.�+x.�.h*H,�+Rﾈ8ﾈ5h72�

カードに付け加える○ 

残った材料や空き袋がそのままになり,調理台の上が 唸8ﾈ5h784ｨ�ｸ6�,�)�h+(-ﾚ:(8�6(7h+X,I~)��ﾌ�8,�,r�

散らかってしまう○ ��iZｨ*�+X,Ik雍ﾈ+x.���
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(6)結果

生徒Hはできることが多く,決まったルーティンに沿って行動す

ることは得意である｡文字によるレシピカードは,生徒Hにとって

理解しやすく,レシピカードに従って活動することで,一人での調

理が可能になった｡つまずいた箇所についても,言葉やモデルによ

る支援に加え,レシピカードに書き加えたことで,一人ででできるようになったことも多かった｡

また,回数を重ねるうちに,手際が良くなり,レシピカードの情報量を減らすなどフェイディ

ングを行った｡さらに,本実践では,応用メニューである｢焼きそば｣の調理に取り組んだ｡基

本メニューである｢野菜いため｣に焼きそばのめんと調味料を加えるというだけの調理技能の追

加であったので, 1回目から抵抗なく取り組むことができた｡一方で,家庭での取組において,

材料の不足や失敗の際に,戸惑ったり慌てたりする様子が見られた｡

今後は,メニューのレパートリーを更に増やしてきたい｡また,家庭での日常的な取組を考慮

し,困ったときの対処法の明確な提示や,支援ツールのフェイディングについても検討していき

たい｡また,保護者が家庭にある材料を考えて手早くレシピを作り生徒Hに示すといったより現

実の家庭生活を考慮した支援の在り方についても検討していきたい｡

4　成果と今後の課題

本実践では, ｢くらし｣の授業実践の支援ツールである調理のレシピカードを家庭と共有するこ

とで,調理活動の家庭における定着を目指した｡共有の方法として,次の二点が有効であると考え

た｡

一つは,保護者と共に生徒の調理活動に関する課題分析を実施し,その結果から支援ツールの検

証を行うことで,支援ツールの改良につなげていったことである｡その際,それぞれの家庭におけ

る調理の仕方や道具を生かすようにした｡結果,生徒の課題について,学校と家庭が互いに情報交

換することが可能になり,より実際の家庭生活に即した支援ツール-と改良することができた｡ま

た,支援ツールの使用の仕方や支援方法についても共通理解し,学校と家庭が一致した支援の方法

では取り組むことができた｡

次に,支援ツールを共有する場として,保護者が授業の様子を実際に見る機会を設定したことで

ある｡生徒が授業で実際に支援ツールを用いて調理を行っている様子を保護者が見ることで,生徒

の課題を細かく見ることだけでなく,できることやこれからできそうなことを共に確認することが

できた｡

家庭での定着を図っていくためには,授業実践の期間だけでなく,長いスパンで家庭と連携して

いく必要があると考える｡特に,今後は,保護者自身が支援ツールとしてのレシピを作成するとい

うような,保護者が支援の主体となる活動が重要になってくると思われる｡生徒の理解力や特性に

応じた分かりやすい提示の仕方や,適切な情報量といった作成に当たってのノウ-ウを学校から保

護者につないでいくことが求められる｡

今回取り上げた2人の生徒の保護者から,家庭での調理の取組について｢楽しく取り組んでいた｣

｢実際に調理の様子を見てみて,思っていたよりできることが多いと感じた｣という感想が聞かれ

た｡このような生徒のよさやもてる力を生かし,家庭における一つの習慣として確立していくため

には,生徒の理解力や特性に応じた支援ツールや支援方法を家庭と共有していくことが不可欠であ

る｡今後も家庭と共に継続的な取組を行っていきたい｡

-108-



実践例Ⅲ　実習先や進路先へつなぐ支援ツールを活用した授業実践(作業学習:窯業班)

1　本実践の目的

本班では,道具や機械の基本的な操作を身に付け,自分の担当の作業に積極的に取り組もうとす

る生徒が多い｡しかし,準備する道具を覚えることが難しかったり,作業を手順どおりに進めるこ

とが難しかったりする生徒もいる｡そのような生徒一人一人に対し,補助具や指示書,作業工程表

などの支援ツールを作成し,活用してきた｡その中で,作業の見通しがもちやすくなったり,正確

な作業ができるようになったりする場面が増えてきている｡

作業学習は,職業生活や家庭生活に必要な基礎的･基本的知識や鼓能とともに,働く生活に必要

な態度を身に付けることをねらいとしている｡さらに高等部段階では,校内実習や現場実習等の働

く経験を積み重ねる学習を通して,できるだけスムーズに社会生活に移行できるようにしていく必

要がある｡

つまり,作業学習の中で高めたよさやもてる力を,実習先や進路先でも発揮できるようにするこ

とが重要であり,卒業後のスムーズな移行を目指し,実習先や進路先-つなぐための支援ツールの

作成はどうあるべきか,実習先とどのような内容をどのような方法で共有していくかを明らかにす

ることが必要である｡

そこで,本実践は,実習先や進路先-とつなぐ支援ツールの作成と共有の方法を探ることを目的

とする｡

2　本実践の方法

作業学習では,これまでも一人一人の生徒の作業能力等の実態に基づいて,作業工程を工夫した

り,改善したりすると共に,生徒それぞれが自分の作業内容を意識し,集中して根気強く取り組む

ことができるように様々な補助具等の支援ツールを作成してきている｡しかし,これらの支援ツー

ルは｢自発を促す｣ ｢実行を助ける｣といった視点で開発してきているものではあったが,ある作

業工程の遂行を支援するといった場や状況の限られたものであった｡

そこで,実習先や進路先-つなぐといった視点から支援ツールの作成の在り方,共有の方法を検

討していく｡

(1)行動観察や検査等の分析に基づく支援ツールの改良

補助具や手順カードなどの作成に当たっては,従来,認知や身体能力,手指の巧ぢ性などの実

態を細かにとらえてきたが,それに加え,行動観察やK-ABC等の分析を基に,生徒の視点か

ら分かりやすさ,取り組みやすさを検討し,支援ツールの改良を図る｡そして,改良し,実践を

重ねる中で,生徒にとって有効な支援ツールとしてつなぐべき内容を整理する｡

(2)支援ツールを有効に活用するための学習環境や教師の働き掛けの分析

支援ツールを活用するに当たっては,場の設定や教師の働き掛けが重要な役割をもつ｡作成し

た支援ツールを有効に活用していくための学習環境,教師の働き掛けについて分析し,支援ツー

ル活用のためのつなぐべき内容を整理する｡

(3)支援ツールを介した実習先との連携

作業学習で実践した支援ツール,その活用の在り方について実習先とどのように共有していく

か,実習計画ミーティング,実習評価ミーティング及び巡回指導の場において取り組んでいく｡
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3　実際

【実践1】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

(1)対象生徒

生徒I　(高等部1年　女子)

(2)本生徒の様子

右片まひや視覚障害(遠距離視力:両0.15,近距離視力:右0.07　左0.09),視野狭さくのた

め,日常動作や学習において時間を要することが多いが,意欲が高く,何事にも一生懸命に取り

組もうとする｡作業においてもゆっくりではあるものの,継続して自分の仕事に責任をもって取

り組むことができる｡実習は,校内での実習と現場実習を1回ずつ経験している｡

(3)アセスメントに基づく支援ツール開発,改良のための視点

現場実習評価表や実習中の巡回指導,校内実習の行動観察より,自分の仕事に責任をもって丁

寧に取り組む反面,流れに沿って作業を行う際に教師や実習先の現場担当者の言葉掛けを必要と

する場面が多かった｡

そこで,作業学習では,図8のような支援ツールを開発し,活用してき

た｡このような手順カードを準備したことで,本生徒は,手順を確認しな

がら,製作に取り組むことができるようになるなど一定の成果が見られた｡

しかし,教師が作業の途中で手順カードを指さして示す必要があったり,

必要な道具の準備ができなかったり,十分なものではなかった｡

本生徒がよさやもてる力をより生かすことのできる支援ツールの開発及

びこれまで活用してきた支援ツールの改良が重要と考え, K-ABCと鹿

児島盲学校の協力による視覚に関する諸検査のアセスメントを行った｡そ

の結果,表6のようなことが明らかになった｡ 図8　旧手順カード

表6　アセスメントから明らかとなった支援ツール開発,改良の視点

アセスメント 倡�x68�ｸ8ｸ､ｩJﾒ陝ﾉ|x,ﾈ雹5��

K-ABC 唳:�顏謁ﾙEﾉ|ﾘ.h.なﾇ�鵁�yﾙEﾉ|ﾘ,ﾉ_ｸ*ｨﾘ(**��

･情報量は精選して少なめに提示することが有効であるo 

･視力の弱さがあるものの,聴覚的な手掛かりより,視覚的な手掛かりの方が有 

効である○ 

･指示は数字を用いて順序立てると分かりやすい｡手順が明確で,作業しながら 

次の内容が確認できるような支援ツールが有効である○ 

視覚に関する 售#"�#ｘ7ﾈ48986x,ﾉ[h鬨*ｨ自MIZｨ*�.�.(+x*(�ｲ�･表示する字体は,はらいやはねがないゴシック体が分かりやすいo 

諸検査 唸48�ｸ5ｸ8ｸ/�zx,H,Bﾉk�.�*(�9�H,Y<x-�.h*H,�+x.儘姥h*ｩtﾈﾏ�,X*�.��ｲ�

･視覚的ノイズ(例罫線や枠)をできるだけ省くようにする○ 

･書字はマジックやサインペンなど太い線で行う○など 

上記のアセスメント結果を基に手順カードは,図9のように改良した｡具体的には,字の大き

さや字体をゴシック体に変えたり,作業の手順を順序立てたりした｡また,視覚-の配慮から,

見る部分が明るい状態を保つため,イーゼルを作成し活用することとした｡イーゼルは,作業学
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習以外の寝業でもワークシートや指示書を見る際に用いる共通の支援ツールとなった｡

(4)支援ツール活用の在り方

旧手順カードの場合,情報の取り込みにくさがあったのか,作業が滞っ

たり,確認に時間を要したりすることが多く,言葉掛けや指さし等の確認

が多く必要であった｡

新手順カードは,自分で確認しやすいこともあり,以前より作業の流れ

に沿ってスムーズに活動し,自分で使用する道具も確実に準備できるよう

になってきた｡また,教師の働き掛けとしての言語指示のフェイディング

につながり,本生徒の活動-の称賛が多くなるとともに,本生徒も自信を

もって作業学習に取り組むことができるようになった｡

(5)結果

生徒の実態を十分に分析,考察することの必要性を確認した｡つなぐべ

き支援ツールと考えたとき, ｢手順カード｣が必要であるというだけでは

なく,本生徒の認知特性,視覚,身体的な機能の状態などを情報として整

理し,その上で有効な支援ツール｢Iさん手順カード｣として実習先や進

路先-とつなぐことができるようにしていくことが大切である｡

【実践2】

サラダボウル

1じゆんぴ

2　赤色ねんと

3　奈色ねんと

4　かたにいれる

園
圏
図
回

5たたく　圏

図9　新手順カード

(1)対象生徒

生徒J　(高等部3年　男子)

(2)本生徒の様子

本生徒は,これまでの作業学習では,自ら作業を開始したり,継続的に取り組むことが難しい

ことから,教師の身体ガイダンスによって活動する場面が多かった｡また,かごを持つことを手

掛かりに更衣や給食の移動をすることができる反面,座位だと,活動が止まってしまうことが多

かった｡

(3)アセスメントに基づく支援ツール開発,改良のための視点

①　行動観察から明らかとなった本生徒の特性

･活動の開始,終了の短いスパンのルーティン化された活動は,流れを理解し,言葉掛けや背中に手 

を添えるなどして促されると自分で取り組むことができるo 
･立つ,物を持つなどの行動が活動を開始する合図となる○ 

いすに座ることが活動終了の合図となるo 

･いすに座ったまま周囲からの働き掛けがない場合,自ら発する音刺激や周囲の光刺激-の感覚的な 

遊びに終始することが多い｡ 
･注視の継続が難しい○ 

･腰,肩などの身体の硬さがあるo 

②　本生徒のよさやもてる力を生かす支援

･活動の始点,終点を明確にする○ 

･物を運ぶ,入れるなどの具体的な活動を準備する○ 

･一つの具体物と一つの活動を結び付ける○ 

･活動は立位で,休息は座位で行うo 

･身体機能の配慮と注視,注意を向けやすい活動を設定する○ 
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(4)支援ツールの開発〃改良

これまで活用してきた支援ツールは,身体ガイダンスを前提とするもので,主体的な活動を促

すものとは言い難いものであった｡そこで,上述のよさやもてる力を生かす支援を基に,支援ツー

ルを新たに開発･改良した｡

①　道具かご

｢道具かご｣とは作業で使う道具を自分の作業位置まで運ぶことができるようにした物であ

る｡どこからどこまで運ぶか,始点と終点を明確にし,また,物を準備することによる活動の

ルーティン化を図った｡かごの大きさとしても,泥しょう流し(注1)や製品に模様を付ける

道具等,本生徒が行う作業種の全ての道具が入る大きさの物を準備した｡

②　泥しょうロート台

改良前は,石こう型に泥しょ

うを流し込むための補助具であ

り,注ぎ込み口を大きくした物

であった｡ ｢どこに注ぐ｣とい

う活動の終点を明確にし,身体

面,注視力を考慮して作成し,

身体ガイダンスを少なくした｡

≡: 接着部分 ���|僖｢ﾂ�

＼亀..:&､/.__._＼/辛 

.(一一〇ノ一一i 

千一 r 

離一三一. 

改良後 

当初は,ロート部分だけ直接石　　　　　　　　　図10　泥しょうロート台

こう型に乗せていた｡そのため石こう型の高さがまちまちで,注ぐ場所もその都度変わり,本

生徒にとって終点が一定しなかった｡また,高さが変わるために注視,注ぐ行動が難しいとい

う状況が見られた｡そこで,注ぎやすく,注視しやすい高さ,場所(終点)を一定にするため

に｢泥しょうロート台｣を開発した｡また,石こう型との接着部分は,様々な大きさに対応で

きるよう取り外しができるようにした｡

*注1　　泥しょう流し-･液状に近い状態の粘土を石膏型に流し込む成形方法

(5)支援ツールの活用の在り方

①　学習環境

まず, ｢道具かご｣を用いた作業では,始点と終点とを設定し,作業の始まりや終了を伝え

るために,そのかごを教師が渡すこととした｡また,移動の距離や動線を一定にし,本生徒の

作業位置も固定した｡さらに,活動の始まり,終わりを意識できるようにするためにいすを準

備した｡

②　教師の働き掛け

｢泥しょうロート台｣を設置することで,本生徒が立位で作業を行うことができるようにし,

その中で,本生徒が泥しょうを流す際に,できるだけ注視して行えるように,初めは,身体的

ガイダンスを多くし,活動の流れや始点,終点の理解を図った｡また,身体ガイダンス一物(道

具かご,泥しょう用コップ)の目前-の提示と言葉掛け,物の提示-指さし-と計画的にフェ

イディングを行うこととした｡

(6)実習先へ連携の在り方

作業学習の成果である｢道具かご｣を用いた運ぶ作業や立位での作業種の導入,有効な教師の

働き掛けや作業時の環境設定を,実習計画ミーティングやサポートシート(図11)で,前期･後

期の現場実習先-と情報を提供し,実習先の現場担当者とともに,作業内容を検討したり,働き
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掛けについて話し合ったりすることができた｡また,巡回指導時に具体的な活用や働き掛けにつ

いても確認することができた｡下の写

真は,実習先でも学校での作業学習と

同様に,かごを持つことを手掛かりに

場所を移動したり,立位での作業を行

ったりしている場面である｡

[作業時の環測◎立細..af龍◎密両でめ1 劔劔 

千諦 佩2�諦 �-ﾂ鞋��∠載 ���･∠繊 
立って作義をした 1ます○ �(15-ノ20分) 凾ﾂて過ごす時間( �0分謹度)を授け 

図11サポートシート一部抜粋

(7)結果

実際には, ｢道具かご｣を用いた作業では,かごを教師が渡すことで,作業の始まりや終了を

伝える手段となり,それを手掛かりにスムーズに自分の作業位置まで,往復の移動ができるよう

になってきた｡また,以前は,教師の身体ガイダンスを多く必要としていたが, ｢泥しょうロー

ト台｣を設置することで,本生徒が立位で作業を行うことができ,以前より自発的に活動するこ

とができるようになってきた｡その結果,教師の働き掛けとして身体ガイダンスが減り,指さし

や言葉掛けの支援だけで活動する場面が増えてきた｡それと比例してより長時間の作業に取り組

むことができ,出来上がる製品の数も増えてきた｡

実習先では,学校での作業と同様に運ぶ作業と立位での作業に取り組むことができ,サポート

シートだけではなく,実習の巡回指導時に,本生徒にとっての有効な鋤き掛けや環境面の配慮事

項等について,現場担当者とともに作業の様子を観察しながら話し合うことができた｡本生徒は

よさやもてる力を実習先の作業の中で発揮することができたと考える｡

4　成果と今後の課題

本実践例では実習先や進路先へとつなぐことを意図して,支援ツールの開発及び改良の在り方,

具体的な連携の在り方について探ってきた｡そのことで,支援ツールの開発･改良,連携の際に,

生徒のよさやもてる力やアセスメントからの情報を十分に収集,整理しておくことが大切であるこ

とが明らかとなった｡また,これまで教師が経験的に支援ツールを準備することが多かったが,よ

り科学的,客観的な分析に基づいて,開発･改良し,作成サイクルを循環させながら有用性を検証

していくことが必要である｡さらに,実習先や進路先-とつなぐためには,支援ツールそのものよ

りそれに付随する生徒のよさやもてる力,具体的活用の在り方の情報提供が重要である｡

今後は,支援ツール作成のサイクルの循環をより一層充実させ,実習先や進路先-とつなぐとき

に,どのような情報が必要であるか整理し,検証をしていきたい｡

-113-



(3)支援ツールを生かした連携の在り方について

①　現場実習における関係機関との連携　　　　　　　　　　　1

ア　前次研究の課題と今次研究の新たな取組

これまでの現場実習では,教師の共通理解の下,学習課題を整理し,課題に基づいた目標は

立てるが,反省を実習後の授業づくりに生かすことが難しかった｡これは,連携を行ってはい

ても情報を共有する場や道具の設定が不十分だったからだと考える｡

そこで,前次研究では,学校と実習先の連携において,共有する情報の精選,精度の向上を

目的に,本人の支援や実習先とのスムーズな連携,支援の引継ぎを新たな移行支援の視点に加

え,取り組んできた｡現場実習前には,それまでの事前面談のほかに実習計画ミーティング,

実習後に実習評価ミーティングを導入した｡また,実習終了後は評価等についての確認,その

後の学部教師の共通理解,教育(進路)相談等を経て,日常の授業に生かすことができ有効で

あった｡これは,連携の大切さをお互いに共通理解でき,環境の確認や本人の状態像について

の情報の共有が過不足なくできたからであると考える｡

今次研究では,前次研究で構築したシステムを運用しながら,関係機関との連携を一層図る

ために,支援ツールの一つである｢サポートシート｣を導入する｡また,生徒のよさやもてる

力を発揮することができるようにするために,以下のように, ｢つなぐ人,つなぐ場,つなぐ

道具｣という視点から関係機関と連携することで,情報を共有したり,本人を支援したりする

こととした(図12)｡

(ア)サポートシート

｢サポートシート｣は,現場実習先と

学校間を｢つなぐ道具｣であり,学校が

主体となって作成し,実習先-説明を行

うものである｡具体的には,コミュニケー

ションや身体状況,身辺処理面などの内

容を保護者と確認の後,実習先-説明す

る｡記入に当たっては, ｢○○のときに

は,学校では△△しています｡｣ ｢ロロす

ると,分かりやすいようです｡｣など具

体例を添えて必要な状況があったときに

活用できるように工夫した｡

(I)実習計画ミーティング

実習計画ミーティングは,サポートシー

トを基に実習先の現場担当者と教師で行

う｢つなぐ場｣である｡サポートシート

臆臆臆漢謹書臆漢困臆臆臆 

一票票トロ 

毒サボ_トシ_下垂露 T土 

二二最上享 

寡言-葛!つなぐ場iつなぐ道具 

は, ｢つなぐ道具｣であるという趣旨を　　　図12現場実習における新たな視点

説明し,本人の状態像や支援を伝える｡併せて,実習の目標設定,評価項目の確認,環境調

整等についても共通理解を行う｡

(ウ)職場環境のアセスメント

生徒が実習を迎えるまでに実習先の仕事内容,職場の物的環境,人間関係,システムなど

の環境の分析･調査を行う｡その際に, ｢どんな困難が予想されるか,どんな支援を提供す
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れば解決できるか｣という内容を実習先の担当者と共有することを大切にする｡具体的には次の

とおりである(表7)0

表7　職場環境のアセスメント例

アセスメント �>�vR�

物的環境 �;仞�,ﾉGｩ'Rﾈﾞﾈｼh5�7��ｸ5なｴ�､(尨,ﾉ�ｸ尨.)�ﾈ,ﾉ:�*ｲﾈﾞﾈｼi:��ﾈ,�,x,ﾈｦﾙDh/�ﾗ8*B��

人的環境 ��X�ｨ,ﾉ�y�H.(5h5�6X8�ﾉ[X鈷ｴ2ﾈ耳�,俥ﾈｼh+x.��ﾈ,�,x,ﾈｦﾙDb�+)��/�ﾗ8*H�ｲ�

職務分析 �ｩ?ｨ,ﾈ覃馼,ﾉzﾈ.ｩ�9�ﾈ/�k�.x*�,�+x.��ｲ�

課題分析 俥ﾈｼh訷�.(��OX+X+ﾘﾞﾈｼi>�vX/�gｹ�ﾈ,ﾈ攣��.)<��ｸ,�,x/�ﾖﾉ{h+X,�*ｨ.y+)��/�ﾗ8*H�ｲ�

※　アセスメント項目は,ジョブコーチハンドブックを参考

(I)関係機関との連携

平成18年度の後期現場実習では,高等部3年で事業所就労を目指す生徒を対象に本校教師によ

る巡回指導と併せ,障害者就業･生活支援センター,障害者職業センターなどの関係機関の巡回

協力を依頼した｡実習の段階から専門機関と協力･連携することで,就労に必要な態度や鼓能な

どを明らかにし,卒業後の支援についても協力体制が取りやすくなるものと考えた｡

事業所は,実習の受入れや関係機関との連携にも理解を示し,本人の実態や作業内容･支援方

法などを共通理解することができた｡必要な支援の在り方や作業内容,就労に必要な態度や鼓能

といった,情報を交換できたことが有効な支援につながったと考える｡

(汁)実習評価ミーティング

｢っなぐ場｣である実習評価ミーティングは,サポートシートの有効性や本人の課題に対する

評価や支援の評価,仕事への取組の実際について共通理解を行うものとした｡

以上のように,前次研究のシステムに, ｢つなぐ人,つなぐ場,つなぐ道具｣という新たな視点

を加えて取り組んだ事業所での実習の例を次に紹介する｡

イ　実践

現場実習における協勘　～サポートシートと職場環環のアセスメント～

(ア)対象者について

高等部2年男子｡事業所での実習は2回目

である｡進路先も事業所を希望している｡

(I)実習計画ミーティングとサポートシート

実習計画ミーティングでは,サポートシー

トを基に情報交換を行った｡特に,初めての

環境の中での状態像や作業手順の指示や報告･

連絡･相談のタイミングなど支援を必要とす

ることについて共通理解を図った｡また,事

業所の人事担当者のほか,現場責任者,作業

責任者,現場担当者と多くの人が対応したが,

本人との窓口を一つにし,不安感を取り除い

たり,指示の系統性をもたせるなどの確認が

できた｡

(ウ)職場環境のアセスメント

5身辺処理について 

o寝顔に訓で⑲励圃振るe一曲景観ある通垂連> 

6 �� 桁嚢について 

○勤王つut⑲必要拘る錨⊂重重責垂垂>破幽要撃し 

7 唳]��,ﾉ>Y'Y;ﾓx駟�ﾙ�ﾙ�Xﾄﾉ;X､�.�6�+x薊*ﾘ訷�(��ｨ,竸漠=8棈珣2籐u儖(蟯�

起ことにっとヽて聞取ゆ岨彊こと排で喜連iL 

〟.連帽.轍管.臆すうぬ蜜やタイミン9.lBEにこ封ーて軍書弧場臓遜艦転えることで 

興亜¢逆さつこと劫で登.覆史に駆り増田こと雄で容貌 

誅蝦について 

o麹に剖忙'①鰭曲流e-脇腹細る通話 

8 唳�YmI�y韶iXｨ�8+8,R饐�68.(ｿy68.�+�.�48985��ｸ6ﾈ6(6x,XﾘﾈﾋX/�6�4h6(4�+x.��

こと掛日露に捗っています. 

･穂醗域.Ct}甚魅′1珪砂ずること竜野馨で一丸 

秘特捜について 

olt=ツタ茄ら穏重合,雄二ログの馴BWtニッタの龍田淘魅について 

･自分の中で雄虞でさ膏もヽこと増も蚤と.渡乱し遮りときロ瞳麗しだゆすること竜逼り 

琶曹?.車重整って馳瑠し妃り,腰細l即還り.醐蚤しなりく重義劇隊で鰹 

す)ずることも纏5ーくごと捕球購 

図13　｢サポートシート｣ (抜粋)

進路担当者と母親が職場を訪問し,一日の本人のスケジュールや移動場所の確認をしたり,過
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常の作業の中からいくつかの仕事を体験したりした｡その中で,本

人の課題の確認と作業内容の決定,環境についての調整･確認を異

に行った｡母親の視点,教師の視点でどのような支援があれば本人

のよさやもてる力を作業の中で発揮できるかについで晴報交換がで

きた｡事業所は,現場実習そのものが初めてであったが,受け入れ

やミーティングに積極的で,手続きや支援,環境的な配慮にも協力

的であった｡このようなことから,事前の職場環境のアセスメントは, 本人の課題や作業能力に

実際の作業を照らし合わせ,本人のよさやもてる力を発揮できる作業を選ぶことに非常に有効で

あった｡また,事前学習に作業工程の写真を提示できたことや環境面についても確認･調整がで

きたことで本人が安心感をもち,実習に臨むことができた｡

ウ　まとめ

サポートシートの有効性について, ｢現場実習

アンケート｣を実施し, 21か所の実習先から19

の回答を得るこができた｡図14によると,サポー

トシートについては実習前に必ずすべての実習

先で確認されている｡本校の意図が伝わり,直

接,現場で活用するものとして理解されたと考

える｡サポートシートの情報量や支援内容とも

適切であったという回答が多かった｡

また,実習先がサポートシートの項目に特に

必要性を感じたものは,本人の特性が最も多く,

コミュニケーション手段,作業に関する内容と

続いた(図15)｡実習先では,サポートシートの

目的がよく理解され,アンケートからもサポー

トシートの導入は,関係職員が同じ認識の下で

生徒にかかわれ,支援のポイントが分かり適切

な支援ができるなどのメリットがあるという回

答が多かった｡

なお,実習計画ミーティング,実習評価ミー

ティング,サポートシートの取扱いについての

アンケートからは, ｢必要なことであるから負担

感がない｣とした実習先が13, ｢必要と思うがや

や負担感がある｣とした実習先が5である(図

16)｡支援の引継ぎ等,連携の必要性の有効性は

感じながらも,通常の業務に加えてという負担

感がぬぐい切れないなど課題もあるが,今回の

取組自体は評価されたものと言える｡実習計画

ミーティングや実習評価ミーティングのもち方

を工夫したり,共通理解の際に具体物を提示す

その他

事業所,施設の全員が目をとおした

支援チームがミーティングで活用した

担当者が目をとおした

図14　サポートシートの実習前の取扱い

本心梯寺曲ごつで

余暇二つ,て

作費二九で

身辺態璽ご丸で

飼ニューて

身拓･億桑園二九で

ゴミュ批苧閲二九で

図15　サポートシートの必要項目

その他

負担て譲る

必要とI鶉堅うが負超勤涜る

必…難壬ことなので負担蘭親しヽ
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るなど情報の精選をすることで,継続した連携ができるようにしたい｡

従来の現場実習評価表による学校での生徒一人一人の学習課題を現場実習でポイントを絞って

指導する方策に加え,今年度から導入したサポートシートの取組は,おおむね高い評価であり,

現場実習先との連携に有効であった｡

②　移行支援における関係機関との連携について

ア　支援会議

移行支援の際の｢つなぎの場｣として, ｢支援会議｣を平成17年度の卒業生から実施した｡こ

れは,生徒自身が卒業後にかかわる関係機関を知り,学校が卒業後の支援者と必要な情報を共

有することで,学校生活から社会生活-スムーズに移行できるようにすることを目的としてい

る｡それぞれの関係機関-支援の在り方や支援方法を｢つなぐ道具｣として, ｢個別の教育支援

計画(移行)｣が重要な役割を果

たしている｡

次に,平成17年度の卒業生につ

いての事例を紹介する｡進路先決

定後に進路先や関係機関等が出席

した｢支援会議｣後も連携を重ね,

卒業後の支援を継続してきた事例

である｡

イ　実践

学校 

:喜子∴-ふ∴ 十三雪面三∴ 

図17　支援会議出席者の例

移行支援における協働　～支援会議と卒業後の支援を中心に～

(ア)対象者について

平成17年度卒業生で,福祉作業所へ進路が決定し｢支援会議｣を在学中に開催している｡数か

月後に希望していた授産施設へ通所するようになったが,施設側から環境調整が難しいことや本

人の支援について相談があった｡

(I)支援会議

3月,進路先の福祉作業所や関係機関等に依頼し｢支援会議｣を開いた｡出席者は,進路先か

ら3人,在学中から利用しているホーム-ルプ事業者から1人,学校からは担任,進路担当者を

含め4人,そして保護者である｡このときに,卒業後の職業生活や余暇支援について具体的に打

合せを行い,中でも本人の身体状態や作業については,卒業後の実際の作業内容に関連付け,多

くの情報交換ができた｡学校や関係機関同士の連携の在り方も話題となり有効な会議であった｡

会議後も在学中に準備できることや支援の引継ぎなどについて学校から進路先や関係機関などへ

出向き,段階的に数回の打合せを行ったり,進路先でも学校と同じ作業内容を取り入れたりした｡

(ウ)卒業後の支援

作業所では,利用開始当初から進路担当者と旧担任が定期的な訪問を数回実施した｡その中で,

必要な情報は全教員で共有し,必要な支援等については,旧担任等と協議して進路先-伝えるよ

うにした｡その後,希望していた授産施設へ利用先を変更することになり,新しく利用する施設

へも進路担当者が定期的に訪問した｡その際,本人が大人数の新しい環境や新しい作業になじめ
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ずに苦戦している状況を施設側から聞き,施設との連携で｢支援会

議｣を開くことになった｡本人が苦戦している状況を改善すること

はもちろん,卒業前の支援会議以来,本人を取り巻く保護者,卒業

時の進路先や現利用先,学校と,それぞれの立場でどのような支援

が有効かということについで情報交換できたことは意義深いもので

あると考える｡

ウ　まとめ

このように,支援や支援の調整が必要なときに,多くの関係機関が支援会議に出席できたこと

は,関係機関同士の有機的なっながりはもちろん,わたしたちが在学中から築いてきた関係機関

との連携の有効性を示していると考える｡今後も,新規卒業生だけではなく,過年度卒業生につ

いても必要なときに支援できる協力体制を大切にしたい｡

③　まとめ(成果と課題)

このように,実習先･進路先はもちろんのこと,様々な関係機関が連携できる｢場｣や｢道具｣

を学校が中心となって整えていくことは,生徒がよさやもてる力を発揮して生活するために有効で

あった｡

現場実習における連携では,生徒が学校で身に付けた力と実際の社会が求めている力を調整した

り,課題や状態像に迫った作業内容等の情報交換をしたりするミーティングを行った｡加えて,障

害者就業･生活支援センターや障害者職業センターなどの関係機関と連携したこともこれからの目

標設定や卒業後の支援関係づくりにつながるものであった｡

移行支援における連携では,支援会議を卒業時など限定したときに行うだけでなく,必要なとき

に,必要な人が集まって行うものと位置付け,実際に実施できたことや在学中に築いた関係機関と

の連携の有効性が明らかになったことが成果と言える｡

今後の課題は,連携すべき情報の精選と連携の場を更に柔軟なものにしていく工夫である｡ミー

ティングの数や書類が増えたことは事実であり,アンケート結果からも必要性は感じながらも負担

感がぬぐいきれないという結果が出てきている｡そこで,生徒のよさやもてる力と必要な支援を的

確に伝え,必要な場で必要な人が集まり,必要な道具により連携できるようにシステムのスクラッ

プ･アンド･ビルドを図っていきたい｡

教室を出て,実際の職場で作業を行うことは,多くの人と出会う機会となり,学校ではできない

様々な経験を積む機会でもある｡しかし,生徒自身は多くの不安感をもって臨んでいることからも,

この有意義な機会に関係する多くの支援者が有機的に連携をとることができるように,学校の果た

す役割は大きい｡本年施行された｢障害者自立支援法｣の成立によって,高等部における職業教育

の充実が今後更に求められてくる｡学校で行う職業教育を事業所や関係機関,福祉施設という就労

支援-スムーズに移行させるために今後より一層の連携を深めていくことが重要である｡

それぞれの機関がそれぞれの専門性を生かし協働していくこと,その際に｢つなぐ道具｣として

の｢サポートシート｣や｢個別の教育支援計画(移行)｣, ｢つなぐ場｣の｢実習計画ミーティング｣,

｢実習評価ミーティング｣や｢支援会議｣を生かすことで,スムーズな移行ができ,生徒がよさや

もてる力を発揮し豊かな生活を送ることができると考える｡
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7　研究のまとめ

わたしたちは今次研究において,支援ツールを生かした指導及び支援の教師間共有と家庭や関係機

関との連携を通して,よさやもてる力を発揮して生活する生徒を目指した授業づくりの在り方を様々

な角度から探ってきた｡最後に,今次研究の成果と課題を述べる｡

(1)よさやもてる力を発揮するための支援ツールの在り方

わたしたちは,まず,家庭,関係機関との連携において,自分のよさやもてる力を発揮するため

に必要な支援ツールの在り方はどうあればよいかを探ってきた｡また,授業づくりの手立ての視点

として｢学習環境｣と｢教師の働き掛け｣という側面からの取組も行ってきた｡

(D　成果

○　支援ツールを4視点に分類･整理して,生徒にとって支援ツールが必要な状況を明確にする

ことで,よさやもてる力を発揮しやすくなる支援ツールの作成に結び付いた｡

O　｢開発一活用一検証一改良｣の支援ツール作成のサイクルに従い,授業実践を積むことによ

り,生徒一人一人に応じた支援ツールの在り方を検証し,その精度を高めることができた｡

②　課題

○　支援ツールの機能や活用する際の学習環境や教師の働き掛けの在り方における問題点を更

に明確にし,支援ツールの精度をより高めたり,手立てを工夫したりする必要がある｡

(2)各指導の形態における支援ツール活用の在り方

各指導の形態において,支援ツールの在り方と学習環境,教師の働き掛けを踏まえ,生徒が自分

のよさやもてる力を発揮することができるような有効な手立てについて,授業実践を通して明らか

にした｡

①　成果

○　アセスメントを基に生徒の認知特性を明らかにし,支援ツール開発の視点に加え,具体的な

指導及び支援に生かすことができた｡

○　支援ツールや働き掛けの方法を家庭,関係機関と共有していくことにより,生徒のよさやも

てる力を発揮して活動するために必要な支援ツールを生かした連携の在り方を明らかにするこ

とができた｡

○　各種のアセスメントから生徒のよさやもてる力を明らかにし,実習計画ミーティング等によ

り有効な環墳設定や働き掛けの方法を実習先に伝えることで,短期間の実習で作業種が異なる

場合においても,校内での学習時と同様の活動に取り組むことができた｡

②　課題

○　生徒一人一人の認知特性を生かした手立てを明らかにするために,より綿密で具体的な授業

づくりミーティングが必要である｡

○　家庭や関係機関での定着を図っていくために,授業実践の期間だけでなく,将来の生活を見

通して,連携しながら継続的に取り組むことが必要である｡

○　生徒のよさやもてる力を実習先や進路先につなぐ取組を更に進め,有効な働き掛けや計画的

かつ効果的なフェイディングについて検討を進める必要がある｡
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(3)関係機関との連携の在り方

学校と関係機関との連携の在り方について,新たな現場実習のシステムにおける支援ツールを基

にした情報の共有,卒業時･卒業後の移行支援段階における協働の実践から整理した｡

①　成果

○　実習先との連携においては, ｢実習計画･評価ミーティング,サポートシート｣の導入によ

り,必要な情報が共有され,支援の引継ぎが確実かつ円滑に実施できた｡

○　移行支援における関係機関との連携において, ｢支援会議｣を設定することにより,それぞ

れの場での支援の在り方や支援方法の引継ぎ等についで情報交換や引継ぎを行い,将来の豊か

な生活を目指して,学校から社会-のスムーズな移行を図ることができた｡

②　課題

○　生徒の実態を的確に捉え,必要な場で必要な人が集まり,必要な道具による連携を充実させ

るためシステムの有効性はそのままに,生徒一人一人に応じた運用の仕方を工夫していく必要

がある｡

○　関係機関との有機的な連携のために学校の果たすべき役割を踏まえ,社会生活-のスムーズ

な移行を見据えた職業教育の一層の充実を図る必要がある｡

(4)おわりに

わたしたちは,授業づくりにおいて,生徒一人一人に応じた様々な支援ツールの在り方を検討し,

その都度必要な指導及び支援を教師間で共有し,手立てを明らかにしてきた｡さらに関係機関と連

携することで,生徒が現在及び将来にわたり自分のよさやもてる力を発揮して生活することができ

るための手立てを明らかにすることができた｡このことにより,生徒は,学校,家庭,関係機関か

ら必要な支援を受けながら, ｢豊かな生活｣を送るための礎が築かれたと考える｡
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